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『
大
鏡
』
道
真
VS
時
平
９

幻
の
七
番
目
『
新
国
史
』
の
編
纂

に
あ
た
っ
た
忠
平
長
男
実
頼
は
、
62

代
村
上
（
在
位
9
4
6
～
9
6
7
）

と
忠
平
二
男
師
輔
の
娘
安
子
と
の
子

63
代
冷
泉
政
権
（
9
6
7
～
9
6
9
）

で
は
関
白
太
政
大
臣
を
務
め
た
。

冷
泉
の
皇
太
弟
の
座
を
巡
る
陰
謀

で
左
大
臣
源
高
明
が
失
脚
し
た
9
6

9
「
安
和
の
変
」
は
藤
原
に
よ
る
他

家
排
斥
の
最
後
の
事
件
と
さ
れ
る
が
、

師
輔
は
こ
の
時
す
で
に
亡
く
、
藤
原

ト
ッ
プ
は
実
頼
と
弟
の
右
大
臣
師
尹

だ
っ
た
。

高
明
の
娘
婿
・
為
平
王
が
皇
太
弟

と
な
る
こ
と
は
阻
止
さ
れ
、
安
子
の

子
10
才
（
64
代
円
融
）
が
即
位
。
実

頼
は
そ
の
摂
政
、
師
尹
は
左
大
臣
と

な
り
、
高
明
は
失
脚
し
て
太
宰
権
帥

に
左
遷
さ
れ
た
。

陰
謀
の
「
主
犯
」
師
尹
は
昇
進
の

7
ヶ
月
後
に
49
才
で
死
去
。
高
明
の

祟
り
と
噂
さ
れ
た
。
道
真
事
件
と
そ
っ

く
り
の
構
図
で
あ
る
。

有
職
故
実
に
通
じ
た
聡
明
な
人
物

と
さ
れ
る
実
頼
が
国
史
編
纂
に
携
わ
っ

て
い
た
の
は
村
上
の
代
で
安
和
の
変

以
前
だ
っ
た
が
、
安
和
の
変
で
は
師

尹
に
協
力
し
た
と
も
い
う
。
権
力
争

い
の
ド
ロ
ド
ロ
と
国
史
編
纂
と
い
う

職
掌
は
普
通
に
は
相
容
れ
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
実
頼
自

身
の
内
的
環
境
が
編
纂
挫
折
に
影
響

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
後
、
冷
泉
・
円
融
二
代
の
外

戚
を
得
た
師
輔
嫡
流
の
摂
関
家
が
政

治
の
中
枢
を
支
配
し
て
い
く
が
、
実

頼
自
身
は
外
戚
に
な
れ
ず
9
7
0
年

70
才
で
死
去
し
た
。

代
々
藤
原
嫡
流
が
関
与
し
て
き
た

国
史
編
纂
で
あ
る
。
実
頼
が
庶
流
で

終
っ
た
こ
と
も
編
纂
挫
折
に
関
係
が

あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

時
平
は
宇
多･

道
真
の
政
治
経
済

改
革
を
引
き
継
い
で
荘
園
整
理
令
な

ど
を
行
な
っ
た
が
、
最
大
の
既
得
権

者
で
あ
る
藤
原
の
身
を
切
る
筈
も
な

い
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
対
峙
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
道
真
が
政
治
を
指
導
し

て
い
た
宇
多
時
代
の
国
政
改
革
に
つ

い
て
の
公
文
書
が
、
な
ぜ
か
全
く
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
残
っ
て
い
な
い
と

い
う
。
（
註
）

史
料
が
欠
損
し
て
い
て
は
国
史
は

書
け
な
い
。
歴
史
の
抹
殺
、
そ
ん
な

こ
と
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

国
史
が
消
え
た
の
は
三
代
実
録
編

纂
に
熱
心
だ
っ
た
宇
多･

醍
醐
の
代

の
直
後
。
道
真
VS
時
平
は
こ
こ
に
も

影
を
落
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
色

ん
な
想
像
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
国
史

途
絶
で
あ
る
。

1
8
1
年
間
続
い
た
勅
撰
国
史
の

途
絶
は
一
言
で
言
え
ば
、
天
皇
も
藤

原
も
そ
の
必
要
性
を
認
め
な
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
。

日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
、
藤
原
氏
の

祖
先
と
さ
れ
る
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
は
天

孫
ニ
ニ
ギ
の
降
臨
の
第
一
の
御
供
と

し
て
高
天
原
か
ら
天
下
っ
た
。
よ
っ

て
藤
原
は
天
皇
の
守
護
者
で
あ
り
王

権
を
奪
取
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
も

し
奪
取
す
れ
ば
、
不
比
等
の
描
い
た

日
本
国
構
想
を
子
孫
が
覆
す
こ
と
に

な
る
。
王
権
を
補
弼
す
る
限
り
な
き

側
近
こ
そ
が
、
日
本
書
紀
が
設
定
し

た
藤
原
の
役
割
だ
っ
た
。

10
世
紀
半
ば
、
天
皇
は
60
代
も
続

き
王
権
示
威
の
目
的
も
す
で
に
薄
れ

た
。
さ
ら
に
、
幼
帝
に
代
わ
っ
て
政

治
を
摂
り
成
人
帝
に
意
見
を
曰
う

「
藤
原
的
王
権
」
と
な
っ
て
し
ま
え

ば
、
日
本
書
紀
の
構
想
は
果
た
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
以
上
の
ど
ん

な
国
史
が
必
要
だ
ろ
う
か
。

＊
註
『
消
さ
れ
た
政
治
家
・
菅
原
道
真
』
平
田

耿
二

み
し
ま
古
典
を
読
む
会

高
月
フ
ミ
コ

コ
ロ
ナ
巣
ご
も
り
読
書

With

郷
土
の
文
学
碑
（
21
）

今
回
の
郷
土
の
文
学
碑
は
少
し

毛
色
が
変
わ
っ
た
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。
作
品
は
小
坂
流
加
さ
ん
の

「
余
命
10
年
」
と
「
生
き
て
さ
え

い
れ
ば
」
の
ふ
た
つ
の
作
品
で
す
。

小
坂
流
加
さ
ん
は
静
岡
県
三
島
市

出
身
。
第
6
回
静
岡
書
店
大
賞
受

賞
、
映
像
化
し
た
い
文
庫
部
門

大
賞
受
賞
、
第
3
回
講
談
社
テ
ィ
ー

ン
ズ
ハ
ー
ト
大
賞
で
期
待
賞
を

受
賞
。
2
0
1
7
年
5
月
文
芸

社
文
庫
「
余
命
10
年
」
を
刊
行
、

30
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る
。

小
坂
流
加
さ
ん
は
肺
動
脈
性
肺

高
血
圧
症
と
い
う
発
症
率
百
万
人

に
2
人
程
度
の
難
病
を
患
っ
て
お

り
、
同
書
の
編
集
が
終
わ
っ
た
直

後
病
状
が
悪
化
。
刊
行
を
待
つ
こ

と
な
く
2
0
1
7
年
2
月
27
日
、

38
歳
の
若
さ
で
天
国
に
旅
立
た
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
文
芸
社
の
編
集
部
か

ら
他
に
原
稿
が
あ
り
ま
し
た
ら
教

え
て
ほ
し
い
と
ご
家
族
に
お
願
い

を
し
た
と
こ
ろ
、
2
0
1
7
年
秋
、

別
の
原
稿
が
見
つ
か
り
、
遺
稿
集

と
し
て
「
生
き
て
さ
え
い
れ
ば
」

の
表
題
で
、
2
0
1
8
年
末
、
文

芸
社
文
庫
と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
彼
女
は
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
ど

ん
な
思
い
を
込
め
た
の
で
し
ょ
う

か
。
生
き
る
こ
と
を
深
く
考
え
た

作
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
る
作

品
で
す
。
「
余
命
10
年
」
と
と
も

に
、
一
読
の
価
値
が
あ
る
で
し
ょ

う
。「

余
命
10
年
」
は
映
画
化
が
企

画
さ
れ
、
つ
い
に
小
松
菜
奈
さ
ん

坂
口
健
太
郎
さ
ん
主
演
で
2
0

2
2
年
3
月
4
日
公
開
と
な
り

ま
し
た
。
映
画
は
三
島
ロ
ケ
も

あ
り
、
小
坂
さ
ん
を
育
ん
だ
美

し
い
三
島
の
風
景
が
映
っ
て
い

ま
す
。

小
坂
流
加
「余
命
10
年
」

Ⅱ

父
の
少
年
時
代

（
前
号
か
ら
の
続
き
）

名
称
は
「
薔
花
女
学
校
」
だ
が

し
ょ
う
か

通
称
は
「
バ
ラ
女
学
校
」
と
し
て

親
し
ま
れ
た
。
校
長
の
リ
ゼ
ー
・

バ
ラ
女
史
は
ゼ
ー
ム
ス
・

バ
ラ
の
従
妹
で
あ
り
、

こ
のBallah

（
バ
ラ
ー
）

の
音
か
ら
薔
薇
の
花-

ば

ら

す
な
わ
ち
薔
花
女
学
校

し
ょ
う
か

と
捩
っ
た
も
の
で
あ
ろ

も
じ

う
。
当
時
の
牧
師
は
初

代
教
会
中
で
の
聖
書
翻

訳
者
・
讃
美
歌
作
詞
者

と
し
て
知
ら
れ
た
文
藻

豊
か
な
奥
野
昌
綱
先
生

だ
っ
た
か
ら
、
お
そ
ら

く
こ
の
先
生
あ
た
り
の

発
想
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
か
と
い
う
気
が
す
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
よ
り
前
に
横
浜
の

豪
商
高
島
嘉
ヱ
門
の
希

望
で
建
て
ら
れ
た
高
島

学
校
の
た
め
に
、
バ
ラ
博
士
は
令

弟
ジ
ョ
ン
・
バ
ラ
を
ア
メ
リ
カ
か

ら
呼
ん
で
校
長
と
し
た
。
そ
れ
が

通
称
「
バ
ラ
学
校
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
の
で
、
こ
ち
ら
は
「
バ
ラ
女

学
校
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
の
バ
ラ

女
学
校
の
「
設
立
伺
」
と
い
う
も

の
は
、
書
き
方
か
ら
教
則
規
則
に

至
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
東
京
麹
町

の
明
治
女
学
校
の
も
の
そ
の
ま
ま

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

明
治
女
学
校
と
い
え
ば
、
島
崎
藤

村
先
生
た
ち
の
『
文
学
界
』
運
動

に
深
い
縁
の
あ
る
所
で
あ
っ
て
、

木
村
熊
二
・
植
村
正
久
・
島
田
三

郎
・
田
口
卯
吉
・
巌
本
善
二
（
提

琴
家
、
真
理
の
祖
父
）
等
々
の
諸

先
生
に
よ
っ
て
明
治
十
八
年
に
創

立
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
主
義
女
学

校
だ
が
、
そ
の
中
核
の
木
村
熊
二

先
生
は
、
ゼ
ー
ム
ス
・
バ
ラ
の
母

校
ラ
ド
ガ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
と
同
じ
、

ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ス
ウ
ィ
ッ
ク
の

改
革
教
会
神
学
校
に
学
ん
で
牧
師

と
な
り
、
帰
朝
後
、
下
谷
教
会
を

牧
し
て
活
動
し
て
い
る
う
ち
に
、

わ
が
国
に
お
け
る
女
子
教
育
の
急

務
な
る
こ
と
を
痛
感
し
、
し
か
も

外
国
教
会
の
援
助
に
頼
ら
ず
、
日

本
人
の
手
で
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神

を
基
礎
と
す
る
薫
育
の
場
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
念
願
を
も
っ
て
、
こ

の
女
学
校
を
創
設
し
た
の
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
同
じ
改
革
派
の
牧
師

で
あ
り
、
同
じ
地
で
訓
練
さ
れ
た

間
柄
の
木
村
先
生
が
既
に
二
年
前

に
取
り
組
ん
だ
同
じ
キ
リ
ス
ト
教

主
義
女
学
校
の
設
立
計
画
に
当
っ

て
、
ゼ
ー
ム
ス
・
バ
ラ
が
そ
の
お

手
本
を
明
治
女
学
校
に
求
め
た
こ

と
は
、
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推

察
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
申
請
は
許
可

さ
れ
、
薔
花
女
学
校
開
校
と
な
っ

た
の
は
、
明
治
二
十
年
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
う
し
て
、
同
じ
二
十
年

に
開
校
さ
れ
た
静
岡
女
学
校
（
現

在
の
静
岡
英
和
女
学
院
）
と
と
も

に
、
こ
の
二
校
が
県
下
に
お
け
る

女
学
校
の
草
分
け
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

そ
も
そ
も
ゼ
ー
ム
ス
・
バ
ラ
は

渡
米
直
後
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
下

に
直
接
伝
道
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
ま
ず
英
語
塾
の
形
で
バ
イ
ブ
ル
・

ク
ラ
ス
を
始
め
た
が
、
明
治
四
年

横
浜
の
豪
商
高
島
嘉
右
ヱ
門
が
伊

勢
山
の
麓
に
木
造
西
洋
館
を
新
築

し
て
英
学
校
を
開
い
た
時
、
招
か

れ
て
英
語
を
教
え
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
が
、
そ
れ
は
元
来
、
先
生
本

来
の
使
命
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

直
ち
に
実
弟
ジ
ョ
ン
・
バ
ラ
を
ア

メ
リ
カ
か
ら
呼
び
寄
せ
て
そ
の
任

に
当
ら
し
め
た
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
バ
ラ
女

学
校
開
設
に
当
た
っ
て
も
、
従
妹

の
リ
ゼ
ー
・
バ
ラ
を
三
島
に
赴
任

さ
せ
、
寄
宿
舎
生
と
同
居
さ
せ
て

全
日
教
育
に
当
た
ら
せ
た
の
で
あ
っ

た
。
同
時
に
、
ア
ン
ナ
・
バ
ラ
、

ミ
ス
・
ケ
ー
ス
、
ミ
ス
・
ク
ロ
ス

ビ
イ
な
ど
の
外
人
女
教
師
た
ち
も

横
浜
か
ら
続
々
着
任
し
た
。
こ
の

先
生
た
ち
が
毎
日
の
午
後
、
女
生

徒
た
ち
を
引
率
し
て
郊
外
を
散
歩

す
る
日
課
は
た
ち
ま
ち
こ
の
町
に

異
彩
を
放
つ
風
景
と
な
っ
た
。

私
の
母
富
子
は
、
そ
の
新
入
生

の
ひ
と
り
だ
っ
た
が
、
当
時
ま
だ

め
ず
ら
し
か
っ
た
お
下
げ
の
髪
に

造
花
の
つ
い
た
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
の

せ
、
袴
に
編
み
上
げ
靴
と
い
う
い

で
た
ち
で
、
米
人
女
教
師
の
あ
と

に
つ
い
て
黙
々
と
練
っ
て
い
く
の

だ
っ
た
が
、
町
の
腕
白
少
年
た
ち

が
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
通
り
過
ぎ
な

が
ら
、
お
下
げ
の
尻
尾
を
ち
ょ
い

と
引
っ
ぱ
っ
て
い
っ
た
り
す
る
こ

と
が
、
時
ど
き
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
。

学
校
で
は
毎
朝
礼
拝
が
あ
り
、

英
語
の
讃
美
歌
を
歌
っ
た
。
学
課

も
国
語
・
漢
文
の
ほ
か
、
す
べ
て

英
語
で
、
歴
史
は
ヒ
ス
ト
リ
ー
、

地
理
は
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
数
学

は
ア
リ
ス
メ
チ
ッ
ク
、
科
学
は
サ

イ
エ
ン
ス
と
呼
び
、
歴
史
の
教
科

書
は
パ
ー
レ
ー
の
『
ワ
ー
ル
ド
ヒ

ス
ト
リ
ー
』
（
万
国
史
）
、
英
作

文
は
『
マ
イ
ン
ド
ピ
ク
チ
ュ
ア
』
、

会
話
に
は
サ
ト
ウ
の
『
カ
ン
バ
セ
ー

シ
ョ
ン
』
が
使
わ
れ
た
と
い
う
。

（
続
く
）

小出正吾回想録(２０) 「
童
話
か
ら
童
話
へ

」

9
・15
ス
ト
②

事
の
発
端
は
、
1
9
4

6
年
7
月
24
日
、
国
鉄
加

賀
山
職
員
局
長
が
原
宿
の

国
鉄
総
連
を
訪
れ
「
過
剰

人
員
が
1
2
9
，

0
0
0
名

に
の
ぼ
る
か
ら
第
一
次
分

と
し
て
7
5
，

0
0
0
名
を

整
理
し
た
い
」
と
の
申
し

出
で
か
ら
始
ま
る
。
国
鉄

総
連
は
絶
対
反
対
の
立
場

で
交
渉
に
入
っ
た
が
、
何

ら
解
決
へ
の
糸
口
は
見
え

な
か
っ
た
。

8
月
14
日

開
催
さ
れ
た
中
央
委
員
会

で
は
、
こ
の
首
切
り
反
対

闘
争
を
ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘

う
か
、
団
体
交
渉
重
視
で

行
く
か
激
し
く
対
立
し
た

が
「
最
悪
の
場
合
は
ゼ
ネ

ス
ト
に
入
る
」
こ
と
が
決

議
さ
れ
た
。
し
か
し
、
名

古
屋
地
連
を
は
じ
め
と
し

た
西
日
本
は
、
本
部
の
共

産
党
化
を
指
摘
し
て
執
行
部
不
信
任

案
も
出
さ
れ
た
。
1
9
4
6
年
9
月

5
日
、
6
日
、
宇
治
山
田
で
臨
時
全

国
大
会
が
招
集
さ
れ
議
論
さ
れ
た
。

西
日
本
三
地
連
は
「
国
鉄
は
あ
く
ま

で
も
国
民
の
公
器
で
あ
り
、
世
論
の

支
持
の
見
通
し
が
つ
か
な
い
ス
ト
ラ

イ
キ
は
や
め
る
べ
き
だ
」
と
意
見
は

対
立
、
議
長
が
降
壇
、
名
古
屋
、
大

阪
、
門
司
、
四
国
、
広
島
が
退
場
引

き
上
げ
て
し
ま
い
、
臨
時
大
会
は
流

会
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

9
月
10
日
、
国
鉄
総
連
は
残
留
委

員
に
よ
り
中
央
執
行
委
員
会
を
開
催

し
、
東
京
、
新
潟
、
仙
台
、
札
幌
の

4
地
連
を
基
盤
と
し
た
闘
争
体
制
を

と
る
こ
と
に
決
め
、
9
月
11
日
「
9

月
15
日
零
時
を
も
っ
て
24
時
間
ス
ト

断
行
」
の
指
令
を
出
し
た
。
静
岡
鉄

道
管
理
部
労
組(

沼
津
地
域
は
東
京

新
橋
管
理
部
で
沼
津
駅
構
内
の
西
は

ず
れ
が
、
東
京
新
橋
管
理
部
と
静
岡

管
理
部
の
境
界
線
で
あ
り
、
意
見
対

立
の
境
界
線
で
も
あ
っ
た)

は
臨
時

大
会
で
の
退
場
を
認
め
「
ス
ト
ラ
イ

キ
反
対
、
総
連
合
会
脱
退
、
西
日
本

と
連
帯
す
る
」
を
決
議
し
た
が
、
東

鉄
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
妨
害
し
な
い
。

沼
津
以
東
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
っ
た

場
合
の
上
り
列
車
の
運
行
に
つ
い
て
、

連
絡
し
合
い
抑
止
す
る
、
と
の
結
論

に
な
っ
た
。

国
府
津
支
部
は
8
月
25
日
、
闘
争

指
令
と
し
て
通
信
管
理
第
一
段
階
に

入
る
よ
う
各
分
会
に
指
令
を
発
し
た
。

通
信
管
理
と
は
、
電
話
、
電
報
な
ど

当
局
の
業
務
命
令
よ
り
組
合
指
令
を

優
先
さ
せ
る
と
い
う
指
令
で
あ
っ
た
。

構
内
に
は
ビ
ラ
を
貼
り
め
ぐ
ら
せ
、

列
車
に
は
「
馘
首
反
対
」
「
9
・
15

ゼ
ネ
ス
ト
決
行
」
「
吉
田
内
閣
打
倒
」

を
大
書
し
、
新
聞
は
走
る
プ
ラ
カ
ー

ド
と
写
真
入
り
で
報
道
し
た
。

各
駅
に
は
「
9
月
15
日
零
時
よ
り

ゼ
ネ
ス
ト
の
や
む
な
き
に
至
り
ま
し

た
。
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が

当
日
の
列
車
の
ご
利
用
を
お
取
り
や

め
下
さ
い
」
と
の
ポ
ス
タ
ー
が
一
斉

に
張
り
出
さ
れ
た
。
沼
津
機
関
区
分

会
で
は
、
9
・
15
ス
ト
に
つ
い
て
町

内
会
長
、
隣
組
組
長
、
青
年
会
長
に

説
明
を
し
た
い
の
で
集
め
て
く
れ
と

の
文
章
を
沼
津
市
秘
書
課
長
宛
の
要

請
書
を
出
し
、
実
行
さ
れ
た
。

東
西
の
境
界
線
は
沼
津
駅
構
内
西

は
ず
れ
で
、
こ
の
ま
ま
ス
ト
ラ
イ
キ

が
決
行
さ
れ
れ
ば
沼
津
駅
に
は
上
下

線
列
車
が
止
ま
り
、
折
か
ら
の
食
糧

難
の
中
、
暴
動
も
発
生
し
か
ね
な
い

と
の
判
断
か
ら
、
沼
津
機
関
区
分
会

は
、
上
り
列
車
が
沼
津
駅
構
内
に
進

入
で
き
な
い
よ
う
上
り
本
線
レ
ー
ル

を
取
り
外
す
こ
と
も
決
意
し
た
。

（
続
く
）

〈
山
梨
・
国
労
O
B
〉

昨
年
11
月
10
日
、
沼
津
労
基
署
に
よ

り
、
富
士
急
行
（
株
）
で
の
イ
ジ
メ
・

パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
る
、
う
つ
病
を
発
症
し

た
中
国
人
女
性
バ
ス
運
転
手
Ｈ
さ
ん
の

労
災
が
認
定
さ
れ
た
。
画
期
的
決
定
だ
！

パ
ワ
ハ
ラ
等
に
よ
る
労
災
認
定
は
非

常
に
難
し
い
。
精
神
疾
患
で
あ
り
外
傷

が
な
く
労
災
申
請
し
て
も
２
、
３
割
程

度
に
と
ど
ま
る
。

Ｈ
さ
ん
は
日
本
人
男
性
と
結
婚
し
、

19
年
3
月
に
富
士
急
行
運
転
手
と
し
て

採
用
さ
れ
、
最
初
の
3
ヶ
月
間
は
運
転

助
役
が
付
き
っ
き
り
で
研
修
が
行
わ
れ

た
。た

ど
た
ど
し
い
日
本
語
し
か
話
せ
な

い
Ｈ
さ
ん
は
研
修
初
日
か
ら
運
転
助
役

に
罵
声
を
浴
び
せ
ら
れ
、
バ
カ
だ
の
阿

呆
だ
の
と
罵
ら
れ
、
使
い
走
り
に
使
わ

れ
た
り
、
運
転
助
役
の
娘
が
好
き
だ
と

い
う
キ
ム
チ
や
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を
買
わ
さ

れ
た
り
し
た
。
し
か
も
代
金
は
Ｈ
さ
ん

払
い
。
19
年
の
8
月
に
は
接
触
事
故
を
起
こ

し
た
事
で
、
食
堂
で
始
末
書
を
書
い
て

い
る
時
、
運
転
助
役
や
同
僚
が
食
堂
に

入
っ
て
来
た
。
運
転
助
役
は
テ
ー
ブ
ル

に
あ
っ
た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
み
そ
汁
の
袋

を
Ｈ
さ
ん
の
頭
目
が
け
て
投
げ
つ
け
、

そ
れ
が
命
中
す
る
と
、
横
で
食
事
し
て

い
た
副
所
長
と
一
緒
に
な
っ
て
大
笑
い

し
た
。
9
月
に
富
士
吉
田
の
研
修
セ
ン
タ
ー

に
出
か
け
た
時
は
、
複
数
の
同
僚
等
の

昼
食
代
は
払
わ
さ
れ
、
帰
り
に
土
産
物

売
り
場
で
買
っ
た
桃
や
ブ
ド
ウ
を
運
転

助
役
に
半
分
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
し
た
。

会
社
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
「
そ
ん
な
こ
と
は
当
た
り

前
だ
」
と
言
わ
れ
追
い
返
さ
れ
た
。

19
年
の
11
月
頃
か
ら
体
調
が
悪
化
し
、

12
月
に
入
り
、
御
殿
場
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

駐
車
場
で
再
び
接
触
事
故
を
起
こ
し
た
。

飛
ん
で
き
た
運
転
助
役
に
“
ク
ビ
だ
“

“
明
日
か
ら
会
社
に
来
な
く
て
い
い
“

自
宅
待
機
だ
と
言
わ
れ
た
。
順
天
堂
病

院
で
の
診
断
は
「
職
場
で
の
イ
ジ
メ
・

パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
る
う
つ
病
発
症
」
で
あ
っ

た
。
Ｈ
さ
ん
は
会
社
側
に
イ
ジ
メ
・
パ

ワ
ハ
ラ
調
査
を
要
求
し
た
が
、
Ｈ
さ
ん

の
聞
き
取
り
も
し
な
い
で
、
帰
っ
て
き

た
調
査
結
果
は
「
イ
ジ
メ
・
パ
ワ
ハ
ラ

は
無
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
。
20
年
3

月
に
は
解
雇
さ
れ
た
。

20
年
12
月
に
三
島
ふ
れ
あ
い
ユ
ニ
オ

ン
に
相
談
が
あ
り
、
21
年
1
月
に
団
交

を
行
っ
た
が
、
会
社
側
は
、
イ
ジ
メ
・

パ
ワ
ハ
ラ
は
認
め
ず
物
別
れ
に
終
わ
っ

た
。何

回
か
の
団
交
の
後
、
会
社
側
か
ら

出
さ
れ
た
関
係
文
書
を
精
査
し
た
と
こ

ろ
、
改
ざ
ん
ね
つ
造
の
痕
跡
が
見
ら
れ

た
。
昨
年
3
月
に
イ
ジ
メ
・
パ
ワ
ハ
ラ

労
災
申
請
を
行
っ
た
。
も
し
か
し
た
ら
、

会
社
側
の
改
ざ
ん
・
ね
つ
造
が
決
め
手

と
な
り
労
災
が
認
定
さ
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

労
基
署
か
ら
正
式
に
労
災
認
定
さ
れ

た
以
上
、
富
士
急
側
は
逃
げ
ら
れ
な
い
。

こ
れ
か
ら
Ｈ
さ
ん
と
ユ
ニ
オ
ン
の
反
撃

が
始
ま
る
。

〈
堀
〉

三
島
市
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

は
、
現
在
使
用
し
て
い
る
第
3
埋
立
地

が
満
杯
状
態
に
近
づ
い
て
お
り
、
十
年

近
く
前
か
ら
延
命
策
と
し
て
焼
却
灰
等

を
県
外
搬
出
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
次
期
最
終

処
分
場
の
候
補
地
を
選
定
す
る
た
め
、

新
規
最
終
処
分
場
候
補
地
選
定
委
員
会

の
答
申
を
受
け
、
市
当
局
は

2
0
1
9
年
末
に
賀
茂
之
洞

地
区
を
建
設
候
補
地
と
し
て

決
定
し
た
。

こ
の
場
所
は
加
茂
団
地
の
す
ぐ
北
側
、

現
在
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
た
場

所
で
、
市
当
局
と
し
て
は
当
初
の
目
論

見
通
り
の
結
論
に
押
し
込
ん
だ
と
思
え

る
。し
か
し
「
そ
う
で
す
か
」
と
簡
単
に

は
お
さ
ま
ら
な
い
の
は
周
辺
住
民
で
は

な
い
か
。
い
わ
ゆ
る
迷
惑
施
設
が
、
従

来
か
ら
あ
っ
た
場
所
だ
か
ら
と
、
当
然

の
よ
う
に
押
し
付
け
ら
れ
る
の
は
、
当

該
住
民
に
取
っ
て
は
中
々
納
得
で
き
る

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
施
設
は
い
ず
れ
ど
こ
か

の
地
域
が
犠
牲
に
な
ら
な
け
れ
ば
片
の

付
く
話
で
は
な
い
が
、
問
題
は
単
に
迷

惑
施
設
が
で
き
る
か
ど
う
か
だ
け
で
は

な
い
。
市
当
局
の
姿
勢
が
問
題
だ
か
ら

こ
じ
れ
て
く
る
。

市
の
最
終
処
分
場
は
第
一
、
第
二
、

第
三
と
３
箇
所
あ
る
が
第
一
、
第
二
は

埋
立
終
了
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
58
年
頃
に
作
ら
れ
た
第
一
処
分

場
は
底
部
に
遮
水
シ
ー
ト
が
無
く
汚
染

水
は
容
易
に
地
下
浸
透
し
て
し
ま
う
。

大
外
環
状
線
が
作
ら
れ
た
頃
、
第
一
処

分
場
か
ら
基
準
を
超
え
る
猛
毒
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
検
出
さ
れ
、
加
茂
団
地
で

は
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
市
の
説
明
で
は

遮
水
シ
ー
ト
は
建
設
当
時
義
務
と
は
な
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
問
題
な
い
。
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
検
出
さ
れ
た
汚
染
土
は
除

去
し
て
、
他
の
最
終
処
分
場
に
埋
め
た

と
い
う
。
と
こ
ろ
が
汚
染
土
を
除
去
し

た
の
は
第
一
処
分
場
の
ご
く
一
部
だ
け
、

多
く
は
未
だ
に
基
準
値
を
上
回
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
を
含
ん
だ
ま
ま
放
置
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
最
近
、
付

近
か
ら
赤
い
怪
し
げ
な
水
が
流
れ
出
て

い
る
と
い
う
。

周
辺
住
民
の
健
康
と
命
に
か
か
わ
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
問
題
で
あ
る
の
に
、

丁
寧
な
説
明
も
な
く
、
そ
の
後
の
処
置

が
曖
昧
な
ま
ま
、
再
び
、
新
た
な
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
が
す
ぐ
近
く
に
作

ら
れ
る
こ
と
に
周
辺
住
民
の
怒
り
は
お

さ
ま
ら
な
い
。

〈
投
稿

竹
田
〉

三
島
市
加
茂
の
最
終
処
分
場

沼津駅北口にあった国鉄沼津機関区 （その9）

富
士
急
行
（
株
）
パ
ワ
ハ
ラ
労
災
認
定


